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 ================================================================== 

 

 師走に入りました。法学部だより第 16 号をお届けします。 
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------------------------------------------------------------------------------------- 

 ○ 半田山つれづれ ～法学部長の独り言～（第 3 回） 

------------------------------------------------------------------------------------- 

旗印は「志」 

 

 昨年のＮＨＫ大河ドラマ「天地人」では、直江兼継の「愛」の旗印が話題になりましたが、副学部長

の河原先生との雑談の中で、わが法学部の旗印は何がいいだろうとの話になりました。丁度、文法経同

窓会の山口支部の総会に出席した折りだったと思います。総会翌日の土曜日、せっかく山口まで来たと

いうことで、萩に足を伸ばし、幕末の志士達の足跡を訪ねました。その時に、ひらめいたのが、「志」

の一文字です。 

「何かを成し遂げたいという志をもった学生が集い、個々の学生の志に応えるという志をもった教員を

擁する学部」、それが岡山大学法学部であってほしいとの願いを込めて、法学部長の独断で、岡山大学

法学部の旗印は「志」と、昨年のオープンキャンパスで発表してしまいました（先生方、お許しを）。

その後、孤軍奮闘（？）、この旗印が認知されるように、いろいろなところで使っていますが、まだ浸

透はいま一つのようです。 

 先回話題にした大学時代の友人で、大阪を中心に東京、シンガポールに９つの美容室を展開する経営

者がいますが、彼のグループの目的は「人を美しくできる人を創り 世界を変える」だそうです。こう

いう思いに私も刺激されているのかもしれません。 

みなさん、岡山大学法学部の旗印 「志」 をよろしく。 

 

法学部長 佐野 寛  

     



------------------------------------------------ 

 ○ 教員紹介 

------------------------------------------------ 

☆ 小田川 大典（おだがわ だいすけ）教授 

 

 政治思想史関連の科目を担当しています。出身は大阪の（というよりはほとんど奈良ですが）交野市

で、神戸大学法学部・法学研究科で学んだ後、一九九五年に岡大に赴任しました。若いつもりでしたが

すっかり古株です。 

 

 もともとの研究対象は 19 世紀のイギリスの文学者たちの政治思想だったのですが、最近は「教養」

とか「文化」という言葉に関心を持っています。ちょっと難しい話になりますが、日々の生活の中で練

り上げられる人びとの「感情の構造」の中で「支配的な文化」と「残り続ける古い文化」と「萌芽しつ

つある新しい文化」がどんなふうにせめぎ合っているかを探るカルチュラル・スタディーズという研究

分野のことです。映画や文学、更にはアニメとか漫画を素材にしながら（最近はこういうのをまとめて

「表象文化」と呼びます）、ひとびとの「感情の構造」の中でどのような価値観の争いが見られるかを

探る最先端の政治学研究です。 

 

 というわけでハーバーマスとかグラムシを読む一方で、できるだけ多くの現代の表象文化に触れるべ

く『SLAMDUNK』を読んだり『けいおん！』を観たりという奇妙な研究生活を過ごしています。後者

については学生の皆さんの方が詳しいかもしれません。機会があればいろいろ教えて頂けると幸いです。 

 

------------------------------------------------------------- 

 ○ 法学部からのお知らせ 

------------------------------------------------------------- 

以下の講演会が開催されます。どうか奮ってご参加下さい。 

 

☆ 平成 22 年度学長裁量経費「変革期における法システムの再構築に関する総合的研究」教育研究プロ

ジェクト講演会 

（共催：岡山大学法学会） 

（学内向けのお知らせです） 

日時：2010/12/11（土）15：00～17：00 

演題：裁判員裁判の個性と普遍性 

場所：文法経 26 番講義室 

講師：田口 守一（早稲田大学大学院法務研究科教授） 

  

☆学部長裁量経費 多文化共生講演会  

日時：2010/12/21（火）14：30～ 

テーマ：私が見た日本の難民制度 

場所：岡山大学総合研究棟（放送大学の建物）6 階講義室 1 

講師：アウンミャッウィン（平和の翼ジャーナル編集長、関西学院大学 3 年生 



http://www.law.okayama-u.ac.jp/z_event/event_20101221.pdf 

 

☆平成 22 年度学長裁量経費「変革期における法システムの再構築に関する総合的研究」教育研究プロ

ジェクト講演会 

（共催：岡山大学法学会） 

日時：2011/01/12（水）13：00～15：00 

演題：韓国の国民参与裁判制度（仮） 

場所：一般教育棟Ａ21 

講師：趙炳宣（清州大学校法科大学教授） 

 

------------------------------------------------------------- 

 ○ 最近の話題 

-------------------------------------------------------------   

☆外交講座が開催されました。 

12 月 6 日（月）に、外交講座が開催されました。講師の清水亨さん（外務省経済局協力開発機構室長）

に、国連における決議採択過程についてご講演頂きました。 

会場には 200 名を超える学生が集まり大盛況でした。当日の詳しい様子は、法学部 HP に掲載される予

定です。 

 

☆今年度秋の叙勲で法学部名誉教授の江口三角先生が瑞宝中綬章を受章されました。 

 

::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: :::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

・本メルマガは, 毎月２回程度配しています。  

・法学部の詳細情報に関しては、HP も併せてご覧ください。 

  法学部 HP http://www.law.okayama-u.ac.jp/ 

・本メルマガには返信なさらないようにお願いします。  

・本メルマガの登録・解除は、以下の URL にてお願いします。 

  http://court.law.okayama-u.ac.jp/mail/register.html 

・ご意見・ご感想は，法学部 情報委員会 joho@law.okayama-u.ac.jp まで。 

 

 

 


